
伊藤祐民とウ・オッタマ僧正の1910年の出会い 

• 京都東本願寺の大谷光瑞の勧めもあり1904年渡日する。龍谷大学
で英語、仏語、サンスクリット語を教え経済的に支えとなった。 

 

• 1910年いとう呉服店開店日に松坂屋初代社長伊藤次郎左衛門祐民
（すけたみ）と出会った。 

 

• 伊藤守松は1878年5月26日名古屋茶屋町で伊藤家14代祐昌の4男と
して出生、1924年47歳で15代次郎左衛門祐民（すけたみ）襲名。 

 

• 伊藤家が代々仏教篤信の家風から、これも何かの因縁と貴賓室に招
じて面会したところビルマのオッタマという僧侶で、語り合い互に知己
のような親しさを感じ数日を伊藤家で過ごしてしまった。その後もオッ
タマ師は来日する毎に伊藤家を根城にして東奔西走した。 

 



1910年 松坂屋店内 オッタマ 守松   1904年 東本願寺・龍谷大学関係者 



伊藤祐民はオッタマ僧正との約束を果たす 

• オッタマより日本で高等教育を受けさせるため、青少年の留
学生受け入れを頼まれた。 

• 1913年5月26日 6人のビルマ人青少年が祐民を頼って神戸
港に上陸し名古屋にやってきました。 

• 伊藤家自宅では手狭で老松町にビルマ園を造営し、日本語、
習慣の教育後、マインゾは京都技芸学校で、刺繍、造花の
勉強する。 

• ウ・ソーセンは父がイナージョンで油田を持っているので、新
潟で石油の採掘の勉強、その後アメリカに行き、数年後ビル
マに帰国した。 

• セイエンはイナージョンの地主であった。鉄道の研究をする。 



ビルマの留学生と伊藤家の子供達 2013年6月 



伊藤家では手狭のため老松町にビルマ園を建て、6名の青少年を教育。 
右からソーテン、セイエン、日本人、ラモン、チャントン、マ ソ、マ インゾ 



ウ・オッタマ僧正の履歴・反英闘争      2-1 

• 1879年12月29日  アラカン州のアキャブ（シットウェイ）で生誕。 

 

• 1895年 17歳 カルカッタの大学に行きインド哲学を学び、1900年イギリス、 

            フランスにて政治法律経済を5年間研究した。 

• 1904年 26歳 京都東本願寺の大谷光瑞の勧めもあり渡日し、龍谷大学で 

            英語、仏語、サンスクリット語を教え経済的に支えとなった。 

• 1910年 32歳 名古屋で伊藤祐民と運命の出会い交友関係になる。 

 

• 1913年 35歳 オッタマの妹マインゾ、ソーセン、セーエン6名の留学生を 

            伊藤祐民に預ける 2回目の渡日 

• 1914年 36歳 日本から米国に渡り6か月再度日本に引き返し次いで南洋諸 

             国を廻る。ビルマに帰国するもこの年第一次世界大戦が始ま 

             り、反英運動を怖れラングーン市内に6年間軟禁。  

• 1921年 43歳 英官憲の忌諱に触れ1年間の禁固刑で入獄。 



ウ・オッタマ僧正の履歴・反英運動      2-2 

• 1924年 46歳 反英運動の為再度ラングーン中央監獄に3年  

            間入獄される。 

• 1927年 49歳 出獄後民衆の賛をえて印緬分離円卓会議を唱え 

            全国を廻る。 

• 1928年 50歳 第3次渡日、次いで支那（中国）に行き清朝を倒した中國国民 

            党の革命現状を見聞。 

• 1929年 51歳 支那から日本に滞在、更に6月南京で行われた孫文の 

             国葬に印度民衆の代表として参列、10月日本を離れ帰国。 

• 1930年 52歳 タラワジ暴動の指導者と見なされインドに追放される。 

           

• 1935年 57歳 印度ヒンズー マハー サバーの会長となる。 

 

• 1938年 60歳 支那と日本を著す。（1937年日支事変に関する正確な資料、 

            蒋介石の迷夢、ビルマﾙｰﾄの正しき認識） 

• 1939年9月10日   シュエダゴンバコダの東僧房で病死  享年61歳 

 

 



湧き上がる ド・バーマ！オッタマ僧正の独立運動と後継者 
我らビルマ人連盟 タキン党（ビルマ人の主人はビルマ人である） 
ウエサラに続け、ソーテンの知能を後ろに、タキン アウンサン等  
 

• 1930年タラワジ州でイギリス製品ボイコット運動の先頭には
30歳の若僧ウエサラ、オッタマの志をつぐウ・ソーテンの知能
を後ろ盾に反英闘争。 

• 政府の弾圧は激しくソーテンの青年連合会GCBAの会員たち
の財産を没収。 

• オッタマが日本より帰国し納税拒否、ボイコット運動を民衆の
前に現れるとやがて「ウエサラ」から「オッタマ」への叫びがタ
ラワジ州で鳴り響いた。 

• ウエサラが逮捕されオッタマもやむなく一時難をインドに逃れ
た。 ウエサラは1940年40歳で死亡。 



第二次タラワジ反英闘争 僧侶セヤサン 

• タラワジ地区の反英運動は10ヶ月で鎮定したかに見えたが、タラ
ワジ、ヘンザタ、ビヤポン、インセン、ミンブ、ミンジャンの6地区に
前より一層高い火の手を挙げた。 

• ウエサラ、オッタマの後民衆を引き連れ陣頭に立ったのは僧侶セ
ヤサンでした。 

• 英印緬円卓会議の成立を聞いたオッタマはもってのほかと獄衣で
ペグーの民衆大会に参列した。 

• ビルマはただ一つビルマのみ「印緬分離円卓会議要求」 
• シャン州で1年間戦ったセヤサンがイギリス軍に捕らえられラン
グーン郊外エンセン刑場で処刑された。 

• 1932年ビルマとイギリスだけの円卓会議がロンドンで開催、然し糖
尿病で体調壊しカルカッタの病院に入院。弟子のウ・ソーが出席。 

• 1934年 日本で釈尊生誕2500年全世界仏教大会が開催。 
• 印度仏教徒のマハ・ボディ会長ウ・オッタマ比丘に届けられた。 

• しかしイギリス当局が拒否。朗報は伊藤祐民が日本からオッタマ
に5年振りに会いに来てくれた。 

 



第1回入獄 43歳 1年間マービン監獄   第2回入獄 46歳 3年間 ラングーン中央監獄   
服役後この監獄服で民衆の前に現れ更なる反英闘争 



 

1928年6月1日中国革命の父 孫文の国葬に参加する 



中國国民党党員興緬甸革命領袖宇屋脱嗎居○影記念 1929   
（ビルマ革命ウ・オッタマ） 

中国福建省厦門（アモイ）で開催の阿片反対運動に列席 



珍しい有髪の写真・オックスフォード大学卒業記念  
右は新宿中村屋のラース ビハリ ボースと記念写真 



1934年8月20日～12月31日 東南アジア仏跡巡拝旅行 
 ビルマ人留学生との約束を果すべく 20年振りの再会 

写真家 長谷川傅次郎 
通訳P・Hariharan 
妻 千代  祐民 1934 
SUWA MARU 船上 



1934年9月25日 ヤンゴン ストランドホテルにて歓迎会 
夜はマインゾ宅にて彼女手製のビルマ料理d。 

 

左端オッタマの
弟 シン・アリア  
妹 マインゾは  
千代の右 
和服姿は祐民 



 
1934年10月2日午後6時 ニャウーより乗船イーナンジョン到着 
ソーテン、マソ、セイエン出迎え ソーセン宅に泊まる。 
夜は心尽くしのビルマ料理で歓待。 

 
 



ソウセン マソの歓迎の辞 1934年10月2日 

• 日本で伊藤様にお世話になりましてから20年、お久し振りに
今日ビルマでお会いすることは大きな喜びであります。 

• 1922年米国から帰国しオッタマ僧正に加わってビルマの政
治的自由の獲得に普段の努力を払うことになりました。 

• 私は今日大小8000のビルマ人の青年連合会会長であること
を喜んでご報告申し上げます。 

• 1930年の独立運動が起こりその結果政府は我々を見るに疑
いを以って多くの団体は不法的であると宣言されました。 

• 政府の強い弾圧にも拘らず我々は最善の努力を払いオッタ
マ僧正の弟アリアを擁立すべく結束しています。 

• そして諸青年団体は我国の青年の台頭向上に力を盡してい
ます。 

 



 1939年4月22日ラングーンで撮影「ウ ソーテンとマソーと愛児」写真を伊藤祐
民に送ってきました。 「早い段階でこの問題に十分な注意を払ってください」 と書
かれています。さて意味は？この年9月オッタマ僧正がヤンゴンで亡くなった事と関
係してるのでしょうか。 



 
1934年10月4日 カルカッタ埠頭に出迎えたオッタマ僧正と再会、

一か月間二人はインド各地の仏蹟を一緒に旅をしました。 
 



オッタマ僧正の死後 マ・インゾとウ・ソーテンの消息 

• マインゾは兄オッタマの死後も英官憲から身辺の自由を束
縛されていた。 

• 再び渡日して名古屋の伊藤家の庇護のもとで暮らしたいと
祐民に伝えてきた。 

• 祐民は渡来を進めたが旅行不許可となって実現せず。 

• 昭和17年の日本軍の進駐後はラングーンでオッタマ日本語
学校を開く。（現地人経営の最初の日本語学校） 

• ウソーテンは日本軍進駐後は行方不明であったが1942年8

月日本海軍のイラワジ遡江部隊と行を共にした。（東京日日
新聞特派員によって消息が伝えられた) 

• 日本軍のイエナンジャウン進駐に3000人の青少年を結集し
て協力した。 



 2013年6月22日 ヤンゴンのローズルームでSEDA(ﾐｬﾝﾏｰ日本
経済開発協会)主催によるウオッタマ僧正の功績を讃えたセレモ
ニーが開催されました。その会場でこの写真を頂きました。 
 ウソーテンはオッタマの亡き後、GCBA8000名の会員を率い反英
独立抗争のﾘｰﾀﾞｰでした。 
 



 2007年12月 ビルマの高僧パンニャバンサ長老来日し熱田・想念寺で
講演後、日泰寺の鳳凰台のオッタマ僧正の掛け軸と対面。 それまで日泰
寺では誰が描かれていたのか解からなかった。 



祐民は揚輝荘西隣の日泰寺に久保田金遷 
（松坂屋宣伝部所属）作のオッタマ僧正の掛け軸を奉納 



久保田金遷画伯筆 オッタマ僧正肖像に自筆の賛 



2009年11月4日留学生の子孫を探しにイエナンジャン訪問 
タンタンアウン女史が100年前日本への留学生セーエン、ソーセン
の説明をしてセーエンさんの孫テイウインニョさんに会う。 
2013年の100年記念セレモニーに来日を約束しました。 

ソーテンさんの写真を大事に保管し持っていました。
ソーテンさんの消息は解らず今後調査が期待されます。
ティウインニョさんはこの翌年52歳病気で亡くなりました。 



 

1934年 祐民が泊まったセーエン宅に今も孫のテイウインニョさ
んが一人で住んでいました。彼は独身で妹が一人アメリカ在住
です。 



ウ・セイエン家系図 

 

U Seinn Yin family Tree 

 

               U Seinn Yin         younger sister 

（1896～1981）   Daw Khin Than Hlain 

                               ( 1927～2005) Single 

                  Daw Khin Gyi      old sister                  

(1901～1981)     Daw Oo Khin Kyi                 2009.11.4 

                              （1922～2002）        U Htay Win Nyunt 

                                                  (1959～2010.5.28）Single 

U Kyi Nyunt          Daw Khin Hnin Yin Nyunt 

（1922～1992）                 (1961～） 

                     No child 

1934.10.3 イエナンジャンにて                                 U Tun Winn （1953～） 

 

 

 

 

                       

 2010.12 ヤンゴンにて 

2013年11月9日 

セーエンさんの孫娘キンニンインニョ
さん来日し留学生100年記念セレモ
ニー揚輝荘で開催に参加 



  

伊藤祐民とオッタマ僧正と留学生100年の交流セレモニー開催   
2013年6月22日 ヤンゴンローズルーム 



伊藤祐民ビルマ留学生受け入れ100年記念セレモニー開催
2013年11月9日      揚輝荘聴松閣ルーム 



伊藤祐民家系図 

 

Suketami Ito Family Tree  

 

伊藤 祐民（１５代）      

（1878～1940）    

 伊藤 祐慈（１６代） 

   貞       ( 1927～2005)   

 (1901～1981)                     伊藤 祐洋（１7 代）                             

                 静子        ( 1932～ )       下条 実奈子     

            （1922～2002）                 伊藤 哲也(1965～) 長男 

  きよゑ        伊藤 卓雄（1970～） 次男 

          ( 1935～ )                      万佑子 

                            美乙子        千祥 
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